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６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
を
採
択
、
５
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は　

件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関

１１

に
陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
８
年
９
月
定
例

会
に
同
じ
表
題
で
市
議
会
に
陳
情
書

を
提
出
し
、
同
年　

月
定
例
会
で
採

１２

択
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
市
の
答
弁

は
、　

館
構
想
中　

館
は
建
設
済
み

２０

１５

で
、
３
館
は
平
成
８
年
度
か
ら　

年
１７

度
ま
で
に
建
設
予
定
。
残
る
た
か
の

台
と
小
川
町
一
丁
目
の
２
館
に
つ
い

て
は
、　

年
度
以
降
の
次
期
長
期
総

１８

合
計
画
に
か
か
わ
る
も
の
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

昨
年
９
月
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
小

平
市
ま
ち
づ
く
り
会
議
」か
ら
の「
こ

だ
い
ら
市
民
提
言
書
」
に
も
、
地
域

セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
、
早
期
建
設
の

必
要
性
に
つ
い
て
提
言
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
点
も
勘
案
さ
れ
、
地
域
住

民
の
切
実
な
願
い
を
実
現
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て

請
願
い
た
し
ま
す
。

１　

た
か
の
台
と
小
川
町
一
丁
目
の

地
域
セ
ン
タ
ー
建
設
を
幅
広
い
可
能

性
を
探
り
な
が
ら
、（
仮
称
）
第
三

次
長
期
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画

に
の
せ
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
上
水
新
町
三
丁
目

た
か
の
台
と
小
川
町
一
丁
目
に
地
域

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
求
め
る
会

代
表　

姫
路　

久　

外　

人
９６８
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意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

意
見
と
し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
等
に
文
書
で
提
出
す
る

も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第　

条
９９

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
始
ま
っ
た
支
援

１５

費
制
度
は
、
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て

も
自
分
で
決
定
し
地
域
で
生
活
で
き

る
こ
と
を
理
念
と
し
て
お
り
、
ま
だ

課
題
は
多
い
も
の
の
、
少
し
ず
つ
施

設
か
ら
地
域
へ
と
い
う
方
向
に
進
ん

で
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、昨
年　
 
月
、

１０

厚
生
労
働
省
か
ら
「
今
後
の
障
害
保

健
福
祉
施
策
に
つ
い
て
（
改
革
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
） 

」
が
発
表
さ

れ
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
４
か
月
で
、

障
害
者
自
立
支
援
法
案
が
上
程
さ
れ
、

今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
案
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と

　５月臨時会では１件、６月定例会では２件の
意見書を可決し、関係機関へ送付しました。
（要旨掲載）

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
各
委
員
会

の
改
選
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
号
よ
り
議
会
報
編
集
委
員
会
も
新

し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
へ
の
関
心
と
親

し
み
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒　

�　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

議
会
報
編
集
委
員
会

小
平
市
議
会
事
務
局

�
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

�
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

　日程は変更になる場合もありますので、事前に議会事務局まで
お問い合わせください。

８　月　２２　日（月）　 総務委員会
　　　　　　　　　　　請願・陳情締め切り（午前中）
８　月　２３　日（火）　 生活文教委員会（※）
８　月　２４　日（水）　 厚生委員会（※）
８　月　２５　日（木）　 建設委員会
９　月　　　５　日（月）　 ９月定例会（初日）
９　月　　　６　日（火）　 ９月定例会（代表質問）
９　月　　　７　日（水）　 ９月定例会（一般質問）
９　月　　　８　日（木）　 ９月定例会（一般質問）
９　月　　　９　日（金）　 ９月定例会（一般質問）
９　月　１３　日（火）　 総務委員会
９　月　１４　日（水）　 生活文教委員会
９　月　１５　日（木）　 厚生委員会
　　　　　　　　　　　請願・陳情締め切り（午前中）
９　月　１６　日（金）　 建設委員会
９　月　２０　日（火）　 第三次長期総合計画基本構想特別委員会
９　月　２１　日（水）　 都市基盤整備調査特別委員会
９　月　２２　日（木）　 産業活性化調査特別委員会
９　月　３０　日（金）　 ９月定例会（最終日）

請
願
請
願

　
　
 
 陳
情
陳
情

《
小
学
校
３
年
生
》

〇
６
月　

日　

十
一
小　

人

２１

９３

〇
６
月　

日　

七
小　

人

２３

１３９

　
　
　
　
　
　

学
園
東
小　

人
７５

○
７
月
７
日　

十
四
小　

人
８９

し
た
議
会
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
解
決
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
的
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

現
行
の
地
方
自
治
法
が
、
制
定
後

ほ
と
ん
ど
見
直
さ
れ
ず
、
議
会
に
係

る
制
度
が
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
制
度
全
般

に
わ
た
る
見
直
し
が
急
務
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
地
方
議
会
制
度
の
規
制
緩
和
・

弾
力
化
は
も
と
よ
り
、
地
方
議
会
の

権
能
強
化
及
び
そ
の
活
性
化
の
た
め
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
抜
本
的
な
制
度

改
正
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

１　

議
長
に
も
議
会
招
集
権
を
付
与

す
る
こ
と
。

２　

委
員
会
に
も
議
案
提
出
権
を
認

め
る
こ
と
。

３　

議
会
に
附
属
機
関
の
設
置
を
可

能
と
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
あ
て

状
で
は
根
拠
を
失
っ
て
い
る
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
見
直
し
を

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

１　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
の
改

正
に
よ
り
、
日
本
船
舶
振
興
会
へ
の

１
号
・
２
号
交
付
金
及
び
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
交
付
金
の
軽
減
を
行

う
こ
と
。

２　

公
営
企
業
金
融
公
庫
納
付
金
を

廃
止
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
あ
て

　

平
成
５
年
の
衆
参
両
議
院
に
お
け

る
地
方
分
権
推
進
決
議
以
降
、
地
方

議
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
時
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
議
会
の
役

割
は
一
層
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
機
能
の
さ
ら

な
る
充
実
と
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
各
議
会
に
お
い
て
は
、
議
会
改

革
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
環
境
に
対
応

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
精
神
障
害
者
も

対
象
に
加
え
る
な
ど
評
価
す
べ
き
点

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て

見
る
と
障
害
者
福
祉
を
後
退
さ
せ
か

ね
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
現
在
国
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
障
害
者
自
立
支

援
法
案
に
つ
い
て
、
障
害
当
事
者
や

家
族
、
事
業
者
及
び
市
町
村
の
意
見

を
十
分
に
聞
い
て
慎
重
に
審
議
す
る

こ
と
。
障
害
者
の
所
得
保
障
が
十
分

で
な
い
中
で
の
利
用
者
負
担
の
増
大

は
行
わ
ず
、
ま
た
世
帯
単
位
の
考
え

方
は
と
ら
な
い
こ
と
。
そ
し
て
財
源

確
保
も
含
め
て
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

　

競
艇
事
業
を
初
め
と
す
る
地
方
公

営
競
技
事
業
は
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
等
の
影
響

で
、
平
成
３
年
度
を
ピ
ー
ク
に
売
り

上
げ
の
低
下
が
続
き
、
必
死
の
経
営

改
善
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
厳
し
い

経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
平
市
（
四
市
競
艇
事
業
組
合
）
に

お
い
て
も
、
年
々
競
艇
事
業
経
営
は

苦
し
く
な
っ
て
お
り
、
平
成　

年
度

１６

も
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出
額
よ
り
日

本
船
舶
振
興
会
等
へ
の
交
付
金
及
び

公
営
企
業
金
融
公
庫
納
付
金
の
方
が

大
き
く
な
る
の
が
確
実
な
状
況
で
す
。

　

既
に
地
方
競
馬
、
競
輪
、
オ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
は
、
交
付
金
の
軽
減
や

支
払
猶
予
措
置
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
競
艇
事
業
に
あ
っ
て
は
昭
和　
３７

年
の
改
正
以
降
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
金
融

公
庫
納
付
金
制
度
は
、
昭
和　

年
に

４５

収
益
の
均
て
ん
化
を
目
的
に
時
限
立

法
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

　

小
平
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
在

　

校　

ク
ラ
ブ
に
よ
る
運
営
と
な
っ

１９

２３

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
景
気
動
向
の
低
迷
や
家
庭

で
の
生
活
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、

学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
家
庭
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
４
月
１

１６

日
現
在
で
は
、
二
小
、
学
園
東
小
の

２
ク
ラ
ブ
で
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、　

ク
ラ
ブ
中　

２３

１４

ク
ラ
ブ
が
定
員
オ
ー
バ
ー
で
の
運
営

開
始
で
し
た
。
今
後
も
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
児
童
数
は
増
加
傾
向
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
だ
け
高
い
要

望
の
あ
る
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い

て
、
毎
年
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
と
い
う
事
実
を
認
識
し
、
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
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以
下
に
よ
り
要
望
し
ま
す
。

１　

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
基
準
等

を
明
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目

小
平
市
学
童
ク
ラ
ブ
父
母
連
絡
会

会
長　

中
谷
内
勝
司　

外
千
４
百　
６９

人

（※）視察等のため、傍聴できません。

�
小
川
町
二
丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー

　

及
び
児
童
館
建
設
予
定
地
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　会派とは、議会の中で市政に対して同様の考え方を持つ２人以上の議員同士が集まって、
政治活動を行うことを目的として結成された団体のことです。

○＝幹事長

� � � � ����������� � � � ���������� � � � � ����������� � � � ����������

障
害
者
自
立
支
援
法
案

に
つ
い
て
慎
重
審
議
を

求

め

る

意

見

書

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
の
改
正

及
び
公
営
企
業
金
融
公
庫
納
付
金

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

地
方
議
会
制
度
の

充
実
強
化
に
関
す
る

意

見

書

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����（７人） 

○永田　政弘　  石塚　信治　  鴨打喜久男

　斉藤　一夫　  佐野　郁夫　  島村　速雄

　宮�　照夫

�����（５人）

○苗村　洋子　  岩本　博子　  住田　景子

　常松　大介　  橋本　久雄

�������（３人）

○高橋　三男　  小林　秀雄　  斉藤　　進

������（６人）

○原　　邦彦　  浅倉　成樹　  加藤　俊彦

　桜田　　誠　  立花　隆一　  津本　裕子

�������	
�（４人）

○木村まゆみ　  佐藤　　充　  華表　　暁

　西　　克彦　

《無 会 派》

������（１人） 

　高橋　　勇


